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【緒言】有機化合物が示す発光のうち燐光は，熱や酸素分子に

よって容易に消光されるため，室温や大気中で観測することは

困難である 1,2．最近我々は，低分子イミド化合物 (IC) をPMMA
中に分散させた薄膜が，UV の照射時間に依存して UV 照射誘

起遅延発光 (Prolonged irradiation-induced delayed luminescence: 
PIDL) を示すことを報告した 3．UV 照射初期，燐光は酸素に

より消光されるが (OQ)，同時に周囲の基底状態酸素 (3O2) は
OQ を介して励起されて徐々に減少する．この結果，OQ が生

じなくなり，IC が遅延燐光，PIDL を示す．しかし，低分子を

高分子中に分散した系は耐熱性や凝集体形成などの課題を有

する．そこで本研究では，発光性ポリイミド (PI) を用いた

PIDL の発現とその光物理過程の解析を目的とした． 
【実験】発光性の含硫黄酸二無水物 (BS)，非発光性酸二無水

物 (6F, HB) とジアミン (DCHM) を用い，2 種の共重合 PI 
(S6-PI, SH-PI) の薄膜を調製した (Fig. 1)．なお，6F, HB は発光

部の濃度を低減して凝集体形成を防ぐために使用した．PI 薄膜

単体 (非被覆膜)，および薄膜の表面を酸素バリア膜として用い

られるポリビニルアルコール (PVA) で被覆した膜 (被覆膜) 
に対して，UV 照射中の発光スペクトル測定を行った． 
【結果と考察】S6-PI, SH-PI の非被覆膜および被覆膜に対し，

UV を 30 min 間照射し，照射中の発光スペクトルを測定した．

Fig. 2 に 30 min 間照射した後の発光スペクトルを示す．非被覆

膜はいずれも 400 nm 付近に蛍光のみを示し，明確な PIDL を示

さなかった．これは，PI 単体では酸素透過性が高く薄膜外から
3O2が過剰に供給されるため，OQ を介して 3O2を十分に低減で

きなかったためと考えられる．一方，PVA で被覆した場合は，

酸素の透過が抑制されることで薄膜内の 3O2を十分に低減する

ことが可能となり，500 nm 付近に PIDL を示した．これは，PI
で PIDL を発現した初めての例である．次に，PVA 被覆膜の

UV 照射中の各時間の発光スペクトルを蛍光と PIDL スペクト

ルで波形分離し，PIDL のスペクトル面積比を時間に対して図

示した (Fig. 3)．いずれも PIDL を発現するまでに要する時間

(誘導時間) は同程度だが，SH-PI で極めて強い PIDL が観測さ

れた．HB は比較的平面かつ剛直な構造を有することから，酸

素の透過が阻害されるとともに分子運動が抑制され，無輻射失

活過程が低減したと考えられる．以上の結果より，PI で強い

PIDL を発現するには酸素の透過を阻害するとともに OQ 以外

の無輻射失活を抑制することが重要だと明らかになった．
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